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環 日 本 海 交 流 の 陸 の 玄 関 口

空の玄関口である新潟空港や

東北の日本海沿岸地峨と連携した

潰日本海交 流の睦の玄閲口としての中枢的空間

●“もてなし'空間の強化･充実

●“ふれあい‘空問の強化･允男

結 節 を 図 る 中 枢 的 空 間

●' Å や 堆球 へ の やさし さ' へ の 配 慮

●II便 利さ" わ かりや・ さ' のS 如ﾋ･ 児 哭
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"'・IIl　　　　　　　　i 必農か畠ります。　　　　　　; る必要が・ります。

将来の新潟市の発展を踏まえた､ 機能的で魅力ある地区の形成に向けた計面づくり

＠ 駅周辺のまちづくりに役立つような叶画づくり

＠ 経済的で高い効果が得られるような計画づくり

世JF と､合意が得られるような計画づくり　　　　　　　　　　　　　　　　 ）



・ 計画づくりのこれまでの歩み　　　　　　　　
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新 潟 駅 周 辺 整 備 に は. 多く の 公 共 投 賢 が 行わ れ る た め､ 整 俑[こあ た って はこ 莉ら の 投 資 に 見合 う 高い 勣 果 か 徊ら れ る こと が 必 要 で す

新 潟 駅 周 辺 整 ● こ よっ て 得ら れる 璽 傭 勣 限( 賢 用 便 益) を 檜 証し た 結果､ 投 貞 顕丿 卜の 誓 貝 効 果 が あ ると 弩 え ら れ ま す 、

この他､以下のように費用として換算出来ない

様々な効果が考えられます。



t) 騒音･振動及び大気汚染の対策ヽ 具体的な補償の内容荷教えて欲しい･_

Ａ 施工中の騒音･振動等の対策については｡周辺の状況にあうた工法を選択するなど､可施な限り環境の保全に配慮したい

と考えています。

対 応 を 行 って い き た い と 考 え て い ま す。

屍 体 的 な 桶 償 の 内 容 等 に つ い て は､ 事 葉 を 実 施 す る 段 階 で､ 適 正 な 基 準 に より､ 関 係 す る 皆 様と 相 鮫さ せ てい ただ くこ と と

な りま す 。

Ｑ 西 跨 線 橋 も 平面 甫 蹄 に する べき で は ない か。

Ａ　 西跨線播は､４車鱒の舜線遠路として立体を蓄で整備済みで

j1 あり､将来的にもこの函啄戮で対応可能で布ることひ５.罷段階

では平面|rの掻會鈷甲は少ｌいものと考えています．

しかし､今後も.西跨線橋の老朽ｔ や沿酒のまちづくり等､社

会状ｉＭ)変化を踏まえなが５､将来的な高架区間延仰の可薩性

について研究してし¥きた９と馮λています．

なお.71ｘ 仙畏＆ら栗の木バイパスまでの貝においては､孵皿

道路だけでなく.鉄道南北地区の往采を確保する燦活直路屯画

正lこ配置することとしています．

、 駅 直 下 道 路1よ､ 都 心 部 に 濃 入 す る 交 通 を

j

jX

l 路 線 に 集 中 さ せる こ と と なり､ 通 過交 通 と

地 区 内 交 通 が 混 在 し｡ 交 通 渋 滞 や 沿 道 地 区

に おけ る 騒 音､ 振 動､ 排 気 ガ ス 等 の 交 通 公 害

発生 の 原 因 と なり ま す 、

ま た､ 駅 部 に お い て は､ 万 代広 場と 南 口 広

堀 か そ れ ぞ れ 東 西{こ分・ さ れ て し ま い､ 駅

利 用 者 に と っ て 安 全 性､ 利 便 性 の 低 い 駅 前

広 場と なる こ と か 懸念 さ れる た め｡ 駅直 下 道

路 は通 す べき で|まな い も の と 考 えて い ま す。

Q
鉄 道 高 架 下 は ど う す る の か 。

-

、 鉄 道 鳥 架 下 の 一 部 は 行 政 側 で 使 う こと がＡ

で 晋 ま す｡ そ の 活 用 策 に つ い て は､ 今後 皆 様

の 意 見 を お 問 さ し な が ら 定 め て い き た い と

考 えて い ます 。

、 斯 た な 交 通 シ ス テ ム に つ い て は､ 哨 在､ 将 来の 望 まし い あ り方yχ

を 検 討 して い るとこ ろで す。

新 潟 駅 周 辺 登 備 計 画 にお い ても､ 新 た な 交 通 シ ス テ ム を 再 入

す るこ と に な った 嘲 合 は､ 大 規 模 な 構 造の 変 更 等が 生 じ な い よ う

計 ●し てい き ま す。

駐車場や駐職場の設置1こついてはどのように考えているのか。

規 模 及 び 運 宮１ 体 等 に つい て､ 検 討し てい き たい と 考 え て い ま す 、

Ｑ 市 民 が 計 面 に 参 加 で き る 機 会 は あ る の か 。

Ｉ　 新 聊 爾 辺 整 偏 Ｕ め てしＫ 吝 匯 で｡ 調 会 等を 通じ て 肺 吟 の ご 意 賤 硯Ａ

きし て い き ま す 。

また､ ま ち づ くりに お い て は｡「・ 澪 駅 周 辺 地区 を ど の よう な ま ち にし たt･ か｡ 」な ど 。

舞 吻 の 磨 向 を 励ま え 尽力15, 一 節 こル ール づく りを 進め て し1くこ と か 大 切 であ る と 考

え てい ま す。
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新潟駅周辺整備関連都市施設

( 都) 東港線

平成17年6月作成

[ 鯉垂 垂 竪唇ｺ
規模 事業期間

(年度)
事業費
(億円)

逗続立体交差事業(全体事葉費)
下段:都市例負担額

L二約2.430m 卜口～卜26 (707)
658

幹
線
道
路

新潟鳥屋野線 L二約881m 田8～H26 85

新 潟 駅 西 線じt天夕I線の一郎含むでl L=約831m H18～H26
H32～H36

158

新潟駅東線 L湖751m H21～卜26
H32～H36

129

明石紫竹山線 Lこ約766m H25～卜26 １２

駅南線(けやき通り〉 L二約153m H24～H26 ５

出来島上木戸線(笹出線) L=約1,855m H19～H36 76

駅
前
広
場

万代広場 Ａ＝約1,7ha H27～H31 139

南口広場(弁天線含む) Ａ=約1.4ha H18～H20
H27～H31

101

高架下交通広場 A=約04ha H27～H31 33

計(全体事藁費)下段'都市側負押韻
(1,445)

1 惣6

※1 事業費は平成17 年6月硯在での概算額であり、今後変更することがあります

※2 事葉期間は今後変更になることがあります。



｜　 新潟 駅 周ａ 整 ● こおtf る㎜ 効果　 ｜

ｏ新謙葬嘱 辺娶備には．多額の事業責14想定されることから，整傭に当たって|まこの投資に見合う経済的で高い効

果ゐ哨 られる事が必要となります.

○そのため，垢珊 珊辺整備の整備勣果を以下のように検証しました，

以下のr 費用』や「数ｉ 化できる効果」は4 国土交通雀が定めているマニュアルを舶 こ試算したものです。

(こ_ ＪＪし＿二）

罹 略 事 業 費

連続立体交差事業 （全体事業費）　　　 口07倍円）
JR負担分を除いた頷

幹線道路十駅前広鳩整備

計

６ ５８偕 円

７ ３８徳 円

。４

リ

。

現在価値に修正し.維持
管理貧等を考慮した額

{５５５準剛

516 億円

５０５億円

(1.06C 匈円：･

1.021 億円

四 ・・ －ｍ ｒｒ 惣定ｔ、 ｍ- 皿 と.m9 こおけal ・ ｌ●

昂ｓ・ ● ｓ 顎 みる た鳶1 葡をx 嘔進Jご鬘 ●しな おし た● 戴こ と。

㎜ 和 され 自 勁 車 判J71者 の 移曼脚聊 爾の 短 縮 ガ リ ン の 節 狗 が 國 ら れ ます

餓 道 ・ パ ス 等 の 乗 換 え 時 間 が 短 縮 さ れ ま す 。

上 下 移 剛 こ対 し てIまエ レ ベ ー タ ー や エ ス カ レ ータ ー を 整 備 Ｌ 、 高 齢 者や 休 の 不 自 由 な 方 の 利 便 性 。 快 適t 牛が

向上されます。

駅前広場に憩いの空間が剔出でき交流機会が増大され、また植截を配し広場の景観の向上が図られます。

駅前広場の充実により、新潟市の陸の玄関口FこＳ､さわしいシンボ洞察能を有し、駅前広場の価値ｶ哨上され

ます。

新潟駅周辺整備により発生する効果

(現在価昏こ修正した額)

|[ 二
〈 〉　

２. ６９０傭円

口卜より､新潟震馬辺整側こおいては､数廊こ澗される勣畢だけで､投資額μＲ負担分を除いた錘_1.０２１億円;

の ２ 倍 以上 の登備効果があると予測出まます。
-

ぐ 石 ・ ｉ ｆ う

上記のほかに、数値に換算出来ない、以下のような効果も考えられます。

踏切をなくし、柊ち時佃1がなくなります｛I・19 最大約３ 分ｉ寺葡｝。

●l扁辺の低未科用地 を約29 以x）㎡）など|こついて。土地こ 度ｌｌ!Ｕrに皿され、首都圏及び海外をの

ビジネス施詮や集客力の襄い良裏尨鼓など11号話 力の疆導が咽られます。

萬恂実方li－弁天隷方衝の直通7畝 略叙を四 こするとともに 新たな交通シスｔムａ毒入に鍋え

られます.

ｔ二?t四 と四 の乗換え利便性を高めることにより、広雌的な交通ネットワーク｛羽骸窄+9高牽化、

零濃アクセス錐違構想など｝の儒築ＭＩられます。

平 成17 年６月 現在 の概 算額で あ り、今 優変 更す るこ とがあ り ます。
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